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１。はじめに
近年、グリーンランドの氷床コアや北大西洋の海底堆積物の地質学、地球科学的研

究から、過去においてダンスガード・オシュガーサイクルのようなドラスティックな
地球環境変動があったことが明らかになりつつある（ｅ．９．Ｂｏｎｄｅ£ａ７．、１９９３）。この
大西洋に端を発した環境・気候変化が北太平洋、日本近海にどのような、あるいは、
どの程度影響をおよぼしたのかということが我々が明かにしたいテーマの１つである。
現在我々は中部日本太平洋沖の海底堆積物に記録された生物地球化学的指標を用い

て、最終氷期から現在までの数万年スケールの海洋環境の変動を復元している。日本
近海で得られた環境変動と大西洋、あるいは全球規模の環境変化と対比するためには
より精度の高い時間軸の設定が不可欠である。本稿では中部日本太平洋沖の西七島海
嶺域から得られた半遠洋性堆積物のＡＭＳ１４Ｃ年代の結果を報告し、同じ堆積物試料の生
物地球化学指標に記録された急激な環境変化のスパイクの年代と、大西洋の同時期の
環境変化との対比について考察するつもりである。

Ｆ垂１ＳａｍｐｌｉｎｇｌｏｃａｔｉｏｎｓｏｆｓｅｄｉｍｅｎｔｃｏｒｅｓｏｆｆＪａｐａｎ，ｎｏｒｔｈｗｅｓｔｅｍＮｏｒｔｈＰａｃｉｆｉｃ．ｈａｔｃｈｅｄ
ｌｉｎｅｓｒｅｐｒｅｓｅｎｔｔｈｅｇｅｎｅｒａｌｐａｔｈｓｏｆｔｈｅＫｕｒｏｓｈｉｏａｎｄＯｙａｓｈｉｏＣｕｒｒｅｎｔｓｉｎｔｈｅｄｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆｔｈｅ
ａｒｒｏｗｓｂａｓｅｄｏｎＮｉｔａｎｉ（１９７５）げｒｏｍＳａｗａｄａａｎｄＨａｎｄａ，加了必ｚ７１ｊμ❶）．
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２ 。 試 料 と 方 法
分析に使用したピストンコア試料は、東京大学海洋研究所の淡青丸ＫＴ９２ -１７次航海で

西七島海嶺域において採取されたものである（ＫＴ９２-１７Ｓｔ．１・１：３２°４０．１’Ｎ、１；３８°２７．３’
Ｅ；Ｓｔ．１９：；３１°５．７’Ｎ、１３８°３９．９’Ｅ；Ｓｔ；。２（ｈ３（ｙ）２２．６’Ｎ、１；３８°３８．９’Ｅ、Ｆｉｇ．１）。１；１；。２０は、
最上部が欠損しているので、同研究所白鳳丸ＫＨ９４ - ３次航海の同海域で採取されたマル
チプルコア試料（ＬＭ-４）で補った。
３ 本 の コ ア 試 料 は い ず れ も タ ー ビダイ ト や 火 山 灰 を 挟 在 す る 比 較 的 均 質 な シ ル ト 質

粘土からなる。ＫＴ９２-１７Ｓｔ．１４、１；ｔに２０は、ともに広域火山灰である姶良丹沢火山灰
（ＡＴ：２４３３０±２２５ｙｒＢＰ；村山ほか、１９９３）が同定されている（村山ほか、１９９５；金松ほか、
１９９５）。また、全有機炭素（ＴＯＣ）・窒素（ＴＯＮ）含有量を測定し、その極小値を示す層と
岩 相 記 載 （ 阿 波 根 、 私 信 ） を 照 ら し 合 わ せ 、 タ ー ビダイ ト あ る い は 火 山 灰 層 と 推 定 す る
ことも行った。コアは各々２．４ｃｍごとに切断され、分析に用いられるまで-２０ °Ｃで保存
された。
１４Ｃ年代測定用試料は、村山ほか（１９９３）の方法を参考にして次のように調製した。

堆積物試料を（５０ｍｅｓｈのふるいで水洗し泥質部を除いた後、その中から実体顕微鏡下で
浮遊性有孔虫脂Ｑ、μｃ、１、四回、わｒ加ａｒ／１７＆元ｒ❹を拾い集めた。この種で分析に必要な量が
得られない場合には、と；・７面ｊ、ｇｅｒｊ７７・ｊぬｓ７・面ｅｒ、び油ｌｊ７加丿加ｓも加えた。堆積後の有孔
虫殻表面で置換されたＣＯ２を除去するために０．２Ｎ希塩酸で軽く溶解させ、その後、
約４５０ °Ｃで１時間燃焼させて有機炭素を除去した。その試料を８５０ °Ｃで燃焼してＣ０２に
気化し精製した後、水素還元法（ｖｏｇｅｌｅ£ａム、１９８７）にしたがって鉄粉約２ｍｇを触媒
に して グ ラ フ ァ イ ト 炭 素 を 得 た 。
こ の グ ラ フ ァ イ ト か ら 、 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー の タ ン デ ト ロ ン 加 速

器質量分析計を用いてＡＭＳ１４Ｃ年代を測定した仙・１ｋａｍｕｒａａｎｄＮａｋａｉ、１９８９）。

３。西七島海嶺域のＡＭＳ１４Ｃ年代
西七島海嶺域の堆積物のＡＭＳ１４Ｃ年代値をＴａｂｌｅ１とＦｉｇ．２に示した。１４Ｃ年代値は

Ｌｉｂｂｙの半減期（５５７０年）を用いて計算した。北西太平洋における大気１４Ｃ０２の海洋
にとけ込むまでのラグ（ｒ（・・；ｅｒｖｏｒａｇｅ）は明かにされていないのでその補正はできず、
よ っ て 本 研 究 で は カ レン ダー 年 代 に は 変 換 し な い 。
１４Ｃ年代値から推定した堆積速度は、ＫＴ９２-１７Ｓｔ．１４とＳｔ．２０では７～１７（ｌｎ／ｋｙｒである。

ただし、Ｓｔ．２０のコアトップは５２１８±２９９ｙｒＢＰである。ＫＴ９２-１７Ｓｔ．１９の堆積速度は、
コアトップから３１１ｃｍまで約８～１２ｋｍ／ｋｙｒであるが、３１１～４２２ｃｍでは約ｔ５Ｅ５（ｌｎ／ｋｙｒとかな
り大きくなる。このＳｔ．１９のコアサイトにおいては、たぶん上方の斜面からのスランプ
堆 積 物 が 比 較 的 大 量 に 供 給 さ れ た 可 能 性 が あ る 。
本研究のＡＭＳ１４Ｃ年代値は、同コアで得られた浮遊性有孔虫の酸素同位体曲線によっ

て 推 定 さ れ た 年 代 （ 阿 波 根 ほ か 、 未 発 表 デ ー タ ） と 調 和 的 な 結 果 を 示 し た 。

４ ． 北 太 平 洋 と 北 大 西 洋 の 環 境 記 録 と の 対 比
ＫＴ９２-１７Ｓｔ．１４，Ｓｔ．１９，Ｓｔ．２０の３本のコアにおいて我々はアルケノン不飽和指数
（Ｕ゛３フ）を測定し，過去２．５万年の海洋表層水温を復元した（沢田・半田，１９９３；１
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９９４）。Ｕｌｃ’３７とはａｊ７ｊｎｙａ７。ｚｘ７ｅμなどの円石藻が合成する長鎖アルケノンの不飽
和化合物の比で次式で計算される（Ｐｒａｈｌｄａム、１９８８）。
Ｕ ’゙３７＝［３７：２］／（［３７：２］十［３７：３Ｄ（［３７：ｘ］：炭素数３７の２重結合をｘ個持つアルケ

ノンの濃度）
アルケノンを合成する藻類はこの化合物により膜の流動性を調節すると考えられて

いて（ｈｒｌｏｗｅ❹；ｚ１７．、１９８４）、低温ほど３不飽和アルケノンを増やす性質を持つ。か
つ堆積後もその比は変わらないことから（Ｐｒａｈｌｄｚｌ７．、１９８９）、古水温を推定するた
めの有効な指標として広く使われている（ｅ．９．１３１・ａｓｓｅｌｌｄｊ１７．、１９８６）。
広く使われているＵｌｃ’３７と水温の関係式（Ｕ ’゙３７＝０．０３４Ｔ（゜Ｃ）十〇。０３９；Ｐｒａｈｌｄ

ｚ１７．、１９８８）を用いて換算した水温をＦｉｇ．３に示した。３本いずれのコアも氷期（２．５～
１．０万年前）から完新世（１．０万年前～現在）で約１．５～２．５°Ｃの水温上昇があることが
わかった。中部日本沖の氷期における海洋表層の冷却の主な原因として、現在と最終
氷期の水温差が平均的な北太平洋のそれ（ＣＬＩＭＡＰＰｒｏｊｅｃｔｌｉｅｍｂ（・Ｉ≒１９７６；Ｍｏｏｒｅｄａ
Ａ、１９８０）と同じであることから、親潮の南下（Ｃｈｉｎｚｅｉｄｊｉム、１９８７）や黒潮の蛇行
による冷水塊の頻発（尾田・嶽本、１９９２）といった局所的に増幅された冷却というより、
北半球中緯度域における日射量の低下などによるグローバルな冷却に原因を求めたほ
うがよいと考えられる（１；ａｗａｄａａｎｄＨａｎｄａ、加ｓ、ｚＺ、ｌｊａ❶、１９９６）。
しかしながら本論で注目したいのは、Ｓｔ．１４やＳｔ．１９にみられるいくつかの温暖・寒

冷のパルスである。これらは中部日本沖にイベント的に現れた環境変化を示すものと
考えられる。Ｓｔ．１４、Ｓｔ．１９、Ｓｔ．２０のコアサイトはいずれも黒潮流域にあたり、海洋表
層は黒潮の影響を受ける。黒潮は、中部日本沖において本州に沿って直進する流路と
本州から大きく離れ遠州灘沖で大蛇行する流路があり、現在においてはともに準安定
の流路である（ｅ．９．Ｎｉｔａｌ山１９７５）。しかし、氷期まで遡った過去においては、黒潮
の流軸も地球規模の環境変化の影響を受けて変動してきた可能性がある。
Ｆｉｇ．４では、Ｓｔ．１４、Ｓｔ．１９、Ｓｔ．２０において同じ年代におけるそれぞれのコアサイト

の間での水温差（△Ｔ）を示した。この図において、△Ｔがマイナスであれば北側
（本州側）のＳｔ．１４が温かいことを示し、黒潮流軸は直進路が卓越していた可能性が示
唆される。逆にプラスならば、大蛇行が卓越してＳｔ．２０あるいはＳｔ．１９において温暖で
あり、大蛇行に伴う冷水塊の影響でＳｔ．１４の海域は冷却されたことが示されると考えら
れる。現在のＳｔ．２０とＳｔ．１４、Ｓｔ．１９とＳｔ．１４の△Ｔは約１．２°Ｃである（Ｆｉｇ．４）。△Ｔの
過去２．５万年間の変動をみると、Ｓｔ．２０とＳｔ．１４、Ｓｔ．１９とＳｔ．１４の△Ｔはともに、約２．１
～２．０万年前、１．１～１．０万年前、８～７千年前にマイナス側への顕著なピークがみとめら
れた。この時期には黒潮流軸が本州に近づいて直進路が卓越していたことが推定され
る。また、１．６～１．３万年前はやや△Ｔが現在の値より大きいので、比較的蛇行路が卓
越してＳｔ．１４コアサイトの海洋表層が冷却されていた可能性が考えられる。
この黒潮流軸の変動に現れたスパイクが北大西洋で報告されているイベントと関わ

るのかどうかを考察するためにそれぞれの年代を比較した（Ｔａｂｌｅ２）。各パルスの年
代はＡＭＳ１４Ｃ年代が決められた層準を基準時間面にして、タービダイトや火山灰層の層
厚を差し引いた後に内挿して求めた。ただし、カレンダー年代が得られないので慣例
的な１４Ｃ年代で比較した。すると西七島海嶺域の△Ｔのスパイクは、ハインリッヒイ
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Ｔａｂｌｅ２Ａｇｅｓｏｆｘゝ ・ａｒｍａｎｄｃｏｌｄｅｖ（ｉｒｌｔｓｉｎｔｈｅＮｏｒｔｈＡｔｌａｎｔｉｃａｎｄｃｏｌｄａｎｄｗａｌ゙ ｒｎｐｕｌｓｅｓｏｆＵ‰-ｂａｓｅｄ

ｅｖｅｎｔｓ
５？ｆ１７＿５ＦｇｉｒａｌＪａｐ２

ｉｃｅｃｏｒｅ，

Ｈｙｐｓｉｔｈｅｍｌａｌａｇｅ

ＭｅｌｔｗａｔｅｒｐｕｌｓｅＩＢ

ＹｏｕｎｇｅｒＤｒｙａｓｅｖｅｎｔｏｎｓｅｔ１３００±７０＊３

ｅｎｄＨ６４０±２５０＊３

ＭｅｌいｖａｔｅｒｐｕｌｓｅＩＡ

Ｈｅｉｎｒｉｃｈｅｖｅｎｔｌ１４０００＊６

Ｈｅｉｎｒｉｃｈｅｖｅｎｔ２ ２１３００＊６

ｃａｌｃｎｄｅｒ

１４Ｃ

１０４４５＊２

１１５００±２００＊３

１３０７０＊２
１３４９０±２２０＊５

１３２５０±９０＊５

１４５９０±２３０＊５

１４ぞ弼ｏ±４００＊３

１９９７０±３３０＊５

２０５５０士以５０＊５

２１１１０±２２０＊５

２１３７０±２２０＊５

８０００４０００＊ｌ

９５００＊２

１１０００＊４
１００００＊４

１２０００＊２

１３８９０±２２０＊５
１３６５０±９０＊５

１４９９０±２３０＊５

：Ｚ０３７０±３３０＊５

２０９５０±２６０＊５

２５１０±２２０＊５

２１７７０±２２０＊５

ｃｏｌｄａｎｄｗａｎｎ

ｓｏｆｆｃｅｎｔｒａｌＪａ

ｌ

２

３

４

Ｄａｔａｆｏｒｔｌｌｅａｇｅｓａｒｅｒｅｐｏｒｔｅｄｔ）ｙ＊ＩＡｎｄｅｓｏｎ０９８５），＊２Ｆａｉｒｂａｎｋｓ（１９８９）＊３Ａｎｅｙ（・ｔａｌ．（１９９３），
＊４ＲｕｄｄｉｍａｎａｎｄＭｃｌｎｔｙｒｅ（１９８１），＊５Ｂｏｎｄｅは１．（１９９２），＊６Ｂｏｎｄｃ，ｔａｊ．（１９９３）．

ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａ１１４Ｃａｇｅｓ

８（）００-７５００

１１５００-１００００

１６０００-１３０００

２１０００-２００００

ペント１、２（ＨＩ、Ｈ２）、ヤンガードライアスイペント（ＹＤ）、完新世の高温期（Ｈｙｐｓ
ｉｔ；１ｌｅｒｍａｌａｇｅ）のそれぞれによく対応する。ただし、ＨＩについては期間が約３０００年と
長く完全に対応しているとはいいにくい。
これらが直接関わっているのか、そうであるとしたらどのようなメカニズムで黒潮

の流軸を直進、蛇行それぞれのモードに偏らせるのか、現在考察、検討しているが、
いずれにしても北大西洋の急激な環境変化のイベントと同時期に中部日本沖において
パルスが現れることは興味深いことである。

謝辞本研究を行うにあたり、名古屋大学年代測定資料研究センターの中村俊夫助教
授ならびに池田晃子技官には、加速器質量分析計によるＡＭＳ１４Ｃ年代測定に際してご教
示して頂き、多くの便宜をはかって頂いた。試料の採取にあたってば、東京大学海洋
研究所淡青丸の船員、研究者の方々には多くのご援助を頂いた。北海道大学地球環境
科学研究科助手の村山雅史氏ならびに東京大学海洋研究所大学院生の阿波根直一氏に
は、岩相記載の情報を提供して頂き、また、年代値の解釈について助言を頂いた。以
上の方々に対して、ここに謝意を表する。
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